
 

 

 

 

 

  

「枯れ枝に 鳥のとまりけり 秋の暮れ  芭蕉」秋もすっかり深まってきました。今月は新宮高校創立１２０

周年記念式典が厳粛な雰囲気の中、滞りなく行われました。よき伝統を継承しながら、新たな新高の歴史を皆で創

りあげていきましょう。 

 １１月６日（土）９時３０分から新宮高校創立 120周年記念式

典を挙行しました。新型コロナウイルス感染症対策のため体育館

には来賓、関係者の方々と２・3年生のみが入場し、1年生は教

室でライブ中継を視聴しました。式典では東校長の式辞、西実行

委員長の挨拶に続き宮﨑教育長が祝辞を述べられました。式典に続いて生徒達が製作した新宮

高校 120年の歩みを振り返る DVDを視聴し、その後記念講演会が行われました。本校第 36回

卒、専修大学文学部教授、国立スポーツ科学センター長

の久木留毅氏が「ハイパフォーマンススポーツを通した

社会への還元」をテーマに大変興味深いお話しをしてく

れました。最後に記念事業の一環でリニューアルされた

生徒ホール及びその周辺のオープニングセレモニーも行われ、集まった同窓

生の方々を前にテープカットが行われました。この日のイベントを通して、

教職員・生徒達は数多くの先輩方が築かれた 120年の歴史の重みをひしひし

と感じ、よき伝統を継承しつつも未来に向けて新たな歴史を創造していく決

意を新たにしたことでしょう。 

世界津波の日である１１月５日（金）今年度 2回目となる防災避難訓練を実施しました。この日は

10時に気象庁が配信する緊急地震速報が流れ、皆シェイクアウトを行い授業担当でない教員が校舎内の安全確認を

行った後、生徒・教職員は各棟の屋上へ避難しました。皆落ち着いた避難行動がとれていたようです。備えあれば憂

い無し。万が一に備えいつでも準備を怠らずにしましょう。 

１１月１９日（金）午後、総合的な探求の時間で取り組んでいる課題探求活動の発表の場として

１・２学年合同のポスター発表会が行われました。例年は体育館で行っていましたが、感染症対策

のため今年は各教室で実施。テーマは教育・医療・防災など多岐にわたりそれぞれの班は工夫を凝

らしながら発表を行っていました。この取り組みを通して、生徒たちは身の回りにある様々な問題

に対する意識を高めるだけでなく、プレゼン能力の向上にもつなげることができたと思います。 

高校生防災スクール  

１１月２４日（水）５～７限、１学年を対象に高校生防災スクールを実施しました。毎年ご協力をいただいている

JR西日本・自衛隊・新宮消防署の方々に加え、今年は地震体験車「ごりょう君」も登場しました。各クラスの代表

が震度６強の揺れを身をもって体験しました。JR 西日本の方々からは避難はしごの実演も含め防災講話を行ってい

ただきました。自衛隊の方々からは、土のう積みやロープワーク、ライフハックを学び、新宮消防署の方々からは応

急手当や搬送法を教えていただきました。どの体験も生徒にとっては非常に貴重なものになりました。ご協力いた

だいた方々、ありがとうございました。 
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